
1704-1 

「

 
 

■ 会 長 報 告                村松 英昭君
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梅は咲いたか桜はまだかいなという季節になり

ました。 
今日は１８日（日）にインターシティ・ミーテ

ィングが開催されました。出席された会員の皆様

ご苦労さまでした。会場はホテルセンチュリー静

岡、ホストクラブは静岡西ロータリークラブでし

た。 
１４：００に点鐘なされ、出席者３４５名で始

まりました。ＩＭリーダーである内田英男ガバナ

ー補佐より｢今回のＩＭのテーマは“あなたの職業

にロータリーの心を”です。それぞれの職業に対

して、高度な倫理・道徳的水準の向上に努力し、

また相互啓発による向上心を職業に生かす時、私

達は地域社会に思いやりのある奉仕が出来るのだ

と思います。｣と挨拶がありました。 
１４：３０から記念講演｢挑戦者たちの物語～リ

ーダーの条件｣と題し、ＮＨＫプロジェクトＸのプ

ロデューサー今井彰氏の講演がありました。お話

しの中で、彼は｢戦後の日本をここまで発展させた

のは、カリスマ的なリーダーが存在し、日本を引

っ張ったのではなく、それは日本の各地に生きた

サラリーマンたちです。その人たちがあって現在

の日本があるのです。残念なことに１９９０年代

前半のバブルの後、日本はつらい時代に突入し、

日本のほこり、経済、日本人の勇気等すべてを否

定されてしまったような形になってしまった。戦

後の日本を支えたごく普通のサラリーマンの方た

ちに光があたればという思いでこの番組をつくり

ました。この番組をつくり、日本の民の勇気と優

秀さをあらためて認識いたしました。青函トンネ

ル工事、海底５０メートルのふかさの全長５３、

８５キロメートルの世界最長のトンネルを２０年

の歳月をかけてつくる民が世界のどこにいますか

と、また人も入り込めない北アルプスの辺境の地

黒部に関西地区の電力の供給のためにあのような

ダムをつくる民がありますか。｣と話されました。

そして、けんかやルールで人を動かすことはでき

ません。感動で人を動かします。感動を与えるこ

とが大切なことです。そして、この番組を見てい

たのは、１３才～１９才の若者が一番多かった。

最後に思いは叶うという言葉でしめくくられまし

た。 
１６：００より職業奉仕に貢献された方の表彰

があり、当クラブの宮崎君が永年にわたる公認会

計士としての活躍と３５年間例会皆出席に対して

表彰されました。当日宮崎君が欠席いたしました

ので、私が代理で表彰を受けてまいりました。そ

の様子が静岡新聞に掲載されました。 
１７：１５より、懇親会が盛大に開催され、お

いしいお酒とお料理に舌づつみし、１８：３０に

閉会となりました。 

■ 幹 事 報 告            後藤 功君 
• 地区米山奨学会より、感謝状及び表彰品送付のご

案内が届いております。     
• 静岡西ＲＣより２月１８日開催されたＩＭ出席

への礼状が届いております。 
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 ■ 出 席 報 告               青島 彰君 
本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

28／40 70％ 28／40 70％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
〇北村君 〇鈴木廣君 〇増田君 〇山田君 
〇飯塚君 浅川君 板倉君 桜井富君 鈴木舜君 

鈴木晶君 仲田晃君 望月志君 
(２)メークアップ者 
北村 幸男君（静岡中央） 

■ スマイルＢＯＸ         青島 彰君 
• 誕生祝いありがとうございます。  成瀬 弘明君 
• 米山功労者として表彰していただきありがとう

ございました。               池ノ谷 敏正君 
  スマイル累計額   ５９７，２６８円 

◎米山功労者表彰者               

 
 
池ノ谷 敏正君 
望月 晃君 

 
 
◎職業奉仕表彰者               

 
 
宮崎 啓之進君 

 
 
 
■ 会 員 卓 話    
『Ｂ２９爆撃機による日本本土空襲』 

望月 晃君 
アメリカは画期的な性能を有する爆撃機ボーイ

ングＢ２９超空の要塞の完成を待ち日本本土への

空襲を画策した。本機は９トンの爆弾を搭載した

場合２８８０キロの航続力を有していた。サイパ

ン、テニアス島の航空基地より２０００キロ離れ

た日本に７００機の

Ｂ２９で飛んできた。

わが国のほとんどが

数百トンの爆弾の雨

を浴びて次々と廃墟

となった。町の数は

１６３、投下爆弾量は１６万トン、焼死者は４０

万人。製造数４０００機、１万ｍの高高度を飛翔

した。このため迎撃する戦闘機もターボがないた

めスピードが落ちて歯がたたない。高射砲も８０

０門が配備されていたが、旧式７５ｍｍ砲では７

５００ｍ届かない。Ｂ２９は日本の上空で７５０

機が失われたがその半数は事故による損失であっ

た。軽量化して体当たりでかなりのＢ２９を撃墜

している。 
終戦時の日本軍兵力、戦艦、航空母艦、各々１隻、

駆遂艦１９隻、潜水艦１２隻、航空機３０００機 
 
■■２００６－２００７年度 
ＩＮＴＥＲ ＣＩＴＹ ＭＥＥＴＩＮＧ■■ 
日時：２００７年２月１８日（日） 
会場：ホテルセンチュリー静岡 

 
講師：今井 彰氏 

 

                   アトラクション：サンキュー手塚ＳＨＯＷ
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   【出席メンバー】           【会場全景】           【内田ガバナー補佐】          

 
 
 
 
 
 

 

 

【記念講演 講師：今井彰氏】       【井上ガバナー】       【次期ガバナー補佐 富澤君】 

 

 
 
 
 
 
    

静岡新聞に掲載されました 

 

                                

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

（担当／櫻井龍）

 

   【職業奉仕表彰】       【職業奉仕表彰】       


